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金
沢
東
高
校
の
平
成
十
七
年
度

入
学
生
募
集
に
向
け
た
学
校
説
明

会
は
十
一
月
二
十
七
日
、
金
沢
市

観
光
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
金

沢
市
内
を
中
心
に
中
学
三
年
生
と

保
護
者
が
訪
れ
、
教
育
方
針
や
入

学
試
験
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

石
田
毅
士
郎
校
長
は
教
育
方
針

と
し
て
「
地
元
に
貢
献
す
る
人
材 

育
成
」
を
挙
げ
、「
現
代
社
会
の

複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
に
一

人
一
人
の
能
力
適
性
に
あ
っ
た

教
育
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

本
校
は
、
公
立
で
は
で
き
な
い

き
め
細
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

個
性
を
伸
ば
す
教
育
を
実
践
し

て
い
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
遠
田
敬
教
頭
が
コ
ー
ス
の

特
色
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

清
鐘
台
奨
学
金
受
給
者
の
皆

さ
ん
。
（
カ
ッ
コ
内
は
学
科
名
） 

◆
十
万
円
▽
漢
字
能
力
検
定

準
１
級 

米
山
佳
苗
（
日
文
） 

◆
五
万
円
▽
漢
字
能
力
検
定
２

級 

五
十
嵐
梓
、
鈴
木
聖
人
、

中
澤
美
樹
、
宮
下
絵
里
子
、
池

田
智
子
、
長
谷
川
知
世
、
濱
野

亜
由
美
、
竜
円
章
吾
、
西
川
ひ

と
み
、
松
嶌
克
也
（
以
上
日
文
）

橋
本
裕
平
（
国
際
）
島
田
孝
大
、

中
野
裕
志
、
仲
田
麻
衣
、
水
澤

優
崇
、
高
橋
利
至
（
以
上
経
情
）

中
田
ま
ゆ
み
、（
産
情
）
増
田
誠
、

中
川
さ
や
か
（
以
上
文
化
財
）

吉
田
真
理
、
浅
野
奈
美
子
、
辻

京
子
、
関
原
圭
子
（
以
上
生
活 

紀
、
香
林
春
奈
（
以
上
情
デ
）

橋
本
明
子
、
浜
野
明
日
香
、
吉

廣
恵
子
、
上
田
祐
美
、
山
崎
千

春
、
荒
弥
生
、
森
田
希
（
以
上

生
活
文
化
）
▽
秘
書
技
能
検
定

２
級 

森
田
恵
（
日
文
）
杉
原

い
ず
み
、
朝
井
貴
美
（
以
上
経

情
）
河
原
真
理
子
、
杉
原
綾
香
、

前
田
美
香
（
以
上
ネ
ッ
ト
）
熊

谷
静
香
（
情
デ
）
岡
部
綾
乃
、

滝
沢
千
恵
子
（
以
上
文
化
財
）

大
家
裕
子
（
生
活
文
化
）
▽
ビ

ジ
ネ
ス
文
書
技
能
検
定
２
級

黒
谷
知
江
、
森
千
恵
、
岩
見
奈

央
子
（
以
上
経
情
）
油
谷
佳
奈

（
生
活
文
化
） 

文
化
）
▽
日
本
語
文
章
能
力
検

定
２
級 

大
岩
憲
明（
文
化
財
）

▽
実
用
英
語
技
能
検
定
２
級

舟
田
め
ぐ
み
（
国
際
）
井
下
佳

苗
、
清
澤
幸
、
永
江
理
美
、
中

村
友
子
（
以
上
言
コ
ミ
）
長
野

有
沙
（
生
活
文
化
）
▽
初
級
シ

ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

試
験
合
格 

松
茂
良
徹（
情
デ
）

▽
Ｃ
Ｇ
検
定
２
級 

山
田
茂
雄

（
ネ
ッ
ト
）
▽
画
像
処
理
検
定

２
級 

桑
原
祐
大
（
ネ
ッ
ト
） 

▽
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
検
定
２

級 

加
藤
匠
、
山
田
茂
雄
（
以

上
ネ
ッ
ト
）
▽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
色
彩
能
力
検

定
２
級 

大
島
泰
之
、
鈴
木
康 

努力の 60人たたえる 

 
石田学長から清鐘台奨学賞と奨学金を受け取る学生 

＝４号館４１０講義室 

 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
平
成
十
六
年
度
前

学
期
分
清
鐘
台
奨
学
金
給
付
は

十
一
月
二
十
六
日
、
四
号
館
４

１
０
講
義
室
で
行
わ
れ
、
検
定

試
験
に
合
格
し
て
給
付
申
請
し

た
大
学
・
短
大
合
わ
せ
て
六
十

人
に
石
田
寛
人
学
長
か
ら
清
鐘

台
奨
学
賞
と
奨
学
金
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

 

授
与
式
で
石
田
学
長
は
「
支

給
し
た
額
は
わ
ず
か
だ
が
、
基

金
へ
寄
付
さ
れ
た
多
く
の
方
々

の
熱
意
を
思
い
、
さ
ら
に
難
し

い
資
格
、
次
の
目
標
に
向
か
っ

て
ほ
し
い
。
こ
の
奨
学
金
を
励

み
に
、
人
生
の
高
み
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
、
一
層
の
向
学

心
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 
 

受
給
者
の
学
部
学
科
別
内
訳 

清
鐘
台
奨
学
金
前
期
分
を
給
付 

石田校長の説明に耳を傾ける父母ら 
＝金沢市観光会館 

 

は
大
学
文
学
部
十
四
人
、
経
営

情
報
学
部
十
八
人
、
美
術
文
化

学
部
十
人
、
短
大
言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
四
人
、
生

活
文
化
学
科
十
四
人
で
、
短
大

を
含
む
学
年
別
で
は
一
年
十

人
、
二
年
二
十
六
人
、
三
年
十

六
人
、
四
年
八
人
で
し
た
。 

や
家
庭
、
お
金
な
ど
の
相
関
関

係
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。「
世
間

の
考
え
と
は
、
実
は
自
分
が
選

択
し
て
自
分
の
中
に
あ
る
も

の
」
と
述
べ
、
経
済
状
態
だ
け

を
勝
ち
負
け
の
基
準
と
す
る
世

相
に
一
石
を
投
じ
ま
し
た
。 

伊
藤
氏
が
ユ
ビ
キ
タ 

ス
社
会
の
技
術
紹
介 

経
営
情
報
学
部
特
別
講
義 

 

経
営
情
報
学
部
の
特
別
講
義

は
十
一
月
二
十
六
日
、
講
堂
で

行
わ
れ
、
富
士
通
常
務
理
事
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
本
部

長
の
伊
藤
大
挙
氏
＝
写
真
＝
が

「
Ｉ
Ｔ
が
切
り
拓
く
新
た
な
情

報
社
会
～
ユ
ビ
キ
タ
ス
情
報
化

社
会
～
」
の
演
題
で
今
後
の
情

報
化
社
会
を
展
望
し
ま
し
た
。 

 

伊
藤
氏
は
静
脈
パ
タ
ー
ン
を 

新
潟
県
中
越
地
震
の
義
援
金 

金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大
学

か
ら
十
七
万
九
千
百
七
円
、
東

高
校
か
ら
二
万
五
千
八
百
七
十

四
円
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
厚
志

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
お
じ
さ
ん
改
造
講
座
」 

清
水
氏
が
世
相
解
説 

 

文
学
部
特
別
講
義 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
特

別
講
義
は
十
一
月
二
十
五
日
、

講
堂
で
行
わ
れ
、「
お
じ
さ
ん
改

造
講
座
」
な
ど
を
執
筆
し
た
コ

ラ
ム
ニ
ス
ト
の
清
水
ち
な
み
氏

＝
写
真
＝
が
「
『
負
け
犬
』
を
考

え
る
」
と
題
し
て
、
若
い
女
性

の
視
点
か
ら
捉
え
た
世
相
の
変 

個
性
を
伸
ば
す
教
育
実
践
東
高
校
説
明
会 

県
教
育
功
労
に 

本
学
か
ら
三
人 

平
成
十
六
年
度
石
川
県
私
立

学
校
教
職
員
教
育
功
労
者
知
事

表
彰
で
金
沢
学
院
大
学
関
係
で

は
、
ペ
ギ
ー
・
イ
ケ
ダ
助
教
授
、

職
員
の
竹
内
和
恵
さ
ん
、
清
水

里
美
さ
ん
が
選
ば
れ
、
十
二
月

一
日
、
石
川
県
庁
で
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。 

化
を
解
説
し

ま
し
た
。 

 

清
水
氏
は

女
性
の
生
き

方
と
恋
愛
、

結
婚
、
出
産 

出
し
シ
ス
テ
ム
、
出
荷
物
や
航

空
貨
物
の
所
在
を
管
理
で
き
る

シ
ス
テ
ム
な
ど
先
進
技
術
を
紹

介
し
、「
国
民
が
Ｉ
Ｔ
社
会
の
便

利
さ
を
実
感
で
き
る
技
術
の
開

発
が
重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。 

利
用
し
た
人

物
認
証
技
術

や
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
技
術
を
駆

使
し
た
図
書

館
無
人
貸
し 


